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概 説

Introduction

50%Niパーマロイ 鉄｣L､型磁気増幅器が完 たれさ成

増幅率がきわめて大きく,速応性がきわめて早い,静止

機器で頑丈であるなどのすぐれた特長をもっているた

め,交流発電機AVRをはじめ,直流電動機自動制御装

置などの応用が清野こなった｡またHTDの応用自動制

御装置も昨年に弓 いて多数製作された｡これらのうち

日本鉄板納四重冷間圧延設備,高田アルミ熱間圧延設備

制御装置などには 種の新しい試みが行われている｡た

とえば操作机で把手を廻しておけばこの把手の位置に応

じて, 整抵抗器を白頚拍勺遠方制御する位置制御方式,

竪型調整抵抗器,光電管を応用した鋼帯のル←プ制御装

作され,いずれも好調に運転している｡また国産

最初のACCが東電日立火力発電所に据付けられ,好

整段数200ノ

とした新型電

､に 転中である｡その他制御器具として

ヅチの小型精密界磁調整器,碍管を

極上下動式の液体起動器,水流継電器,防爆電磁開閉器

などが新iこ 作された｡

圧延機用制御装置

1ControllingEquipmentforRollingMill

逆毛武田豊冷間圧延機用制御装置

甘木鉄板島 工場納めのもので,機械部分は日立製作

所若松工場,電気部分は日立工場で担当製作Lた本抑任

一の国産逆転式冷間圧延機である∴熱間圧延機によりコ

イルに巻かれた晋鉄板を本装置によ

圧延するものである｡本

にらさ

h
り
ノ 友に冷間

吊は主圧延機,石巻取拭およ

び左巻取機よりなり,それらはそかぞれ独立の直流電動

機により駆動され,またこれらの電動機ほそれぞれ草丑

の直流発

る｡各直流発

よって給 する各節レオナード方式であ

機ほHTDによる走電圧制御を行ってい

る｡また左右巻取機用直流 動機の界祷回路には界磁昇

圧機が挿入され,この界磁昇圧機ほ張力調整用の分極型

HTDにより制御される｡本

の巻太り,被巻取

置の制御の根幹は巻取機

の巻紙りにおいて,最高 度運転巾

ほ勿論のこと,加減速中も張力･一定制御を行うにある0

なおこのほかミ･こ加減速確聞,無負荷損失補償やよび低速

補償を宿っている｡これらの 制御の目的は板厚を一定

とし能率よく生産をあげるにある｡木方式の特

のごとくである｡

(1)圧

ほ下記

機と電気設備を-一項して日立製作所で設計

製作したため機械, 完一体としての巧妙なる制

第1図 右 側 操 作 盤

Fig.1.RightSideControllingDesk

第2図

Fig.2.

左 側 操 作 盤

Left Side Controlling Desk

御ができた｡

(2)多年の経験と研究の成果により最近完成した新

型分極HTDを催f~日せるため

られた｡

r読 度と即応性がえ



96 昭和30年1月 日 立

(3)高精度の制御を必要とするが,操作を簡単,軽

快にするため磁気増幅器による電圧,速度のプレ

セットコン｢トFトール,圧下装置のユニバーサル把

手操作など随所に新方式を採用Lた｡

(4)高精度にしてLかも安定なる制御系の確立には

工場またほ現地における試運転でほ長一期を要L,

しかもおつ-ゝけ作業となる弊があるので,日立製

作所中央研究所および日立研究所設備の高性能ア

ナログガンビュタ一により,あらかじめ制御弄の

解析を行い･最高性衝こしてしかも安定なる各部

の常数を産んだ｡

第1図ほ右側操作盤,第2図は左側操作盤,第3図ほ

レオナード制御キユーピクルの一部を示す｡

アルミスラブ用=豊熟間圧延機制御装置

高田アルミニューム製作所にアルミスラブ用二重熱間

圧延機電気設備一式を納入Lた｡圧延能力を最大に発揮

させ生産噸数を大ならしめるため,電動機の急速加減速

を行い,パス時間を短縮し,常に最大有効の電流で,運

転手の巧拙によることなく最大の能率で運転できるよう

に考慮した0このため即応励置用として回転増幅器HT

Dおよび制御励磁機を使用し,過大尖頭負荷電流制限の

ためiこ自動電流制限装置を併用した｡圧延機ほまた前後

第4図 制 御 盤

Fig.4.Contactor Panels

第5図 机型操作盤および各穫制御器

Fig･5･ControIDesk
and Contrcllers

第37巻 第1号

面ローラテーブルとの同期運転の必要があるので圧延電

動機にパイロット発電機を連動せLめ,圧延電動機速度

に比例したパイロット発電機の発生電圧によりHTDを

励磁し,ローラテーブル電動機周レオナード発電機電圧

を強制励磁することにより同期運転を行った｡さらに圧

延されたアルミ帯を巻取機により定張力制御により巻取

る電気設備も納入したQ第4図は太制御装置の制御盤を,

第5図ほ操作盤を云す｡

静止レオナード中型圧延機用制御装置

三葦 川工場に三重非逆転式圧延機用2,0001iW

静止レオナード設備制御装置を納入Lた｡

本装置ほ第`図に京す概略結線図によりわかるよう

に,電動操作移相器により水銀整流器の格子制御を行う

点ほ一般静止レオナ←ドと同一であるが,木装置はさら

に格子回路に自動移相器を附加L･水銀整流器の定電圧

制御を行った0すなわち電動操作移柏器と連動する摺動

抵抗器により水銀整流器の基 電圧が与えられ,一方水

銀整流器電圧を直流電位変成器によりとりだし,この両

者を磁気増幅器に与える｡今 電圧(指令値)と水銀

整流器の出力電圧に差を生ずることがあれば磁気増幅器

は直ちにその出力を発生し,格子回掛こ挿入された自動

移相器に加えられる｡自動移相器は一種の可飽和リアク

タであって,磁気増幅器の出力電流によりそのリアクタ

ンスの傾が変化させられる｡したがって抵抗に対するリ

アクタンスの変化により位相角が変化する方式である｡

本装置においてはさらに圧延中の 負荷に対する過電流

保護装置を有している｡すなわち静止レオナード主回路

電流を変流器によりとり出し,前記磁気増幅掛こ入れ,

自動移相器を制御して電流制限を行っている｡また寸勘

繰作ほ電動操作移相器に関係なく自動移柏器を制御する

こ■とにより行う｡

連続勢断機用制御装置

日本鉄板納め四重冷間圧延機の一貫作業用として納入

基
準
電
圧

A〟且
瑠

〃

〃斤

ロ 峰

たS ご 移 相 器

AクSニ 自動制御移相器

脱 ご 磁 気 増 幅 器
Pbrγご ピ

ーク 変圧器

第6図 概 略

Fig.6.Schematic

for Static

､IJ人-
ご

､､

〃斤,Trご整 流

〃ご 直 流

線

整 流 器

器 変圧器

電 動 械

囲

Connection Diagram

Leonard



97

ピンチロール

鋼帯

光源

第8図 ル ー プ

Fig.8.Loop Control
光
電
管
制

ランアウト

テーブル

0000

したもので,冷間圧延した鋼帯を自動的に定められた寸

法に勢断するもので第7図の機器よりなっている｡すな

わち冷間圧延されたコイルを図の左のコイルボックスに

入れ,誘導電動機〟オの寸動によりコイル端を送り出し,

ピンチローラを経て#1ループを通し,†リマにより両

耳を切断し,さらに#2ル←プを経て,レベラ一により

曲り直しを行い,フライングシャ一により迂寸に努断す

る｡勢断された銅片はランアラトテ←ブルを経てパイラ

ーに貯えられ,一定厚みに貯えられると他へ速報される｡

♯1,♯2のル←プは自動ル←プ制御装置により制御され

る｡この方式は第8図に弄すごとく,光源装置と光電装

置があり,光源装置より直光線が光電装置に向け出され,

鋼帯は図示のごとく4箇の光源,光電装置の中央に位置

するごとくたるましておく｡上2段ほ鋼帯により光線ほ

蔽せら,下2段は直光線が通っている｡

光電装置ほ光電管および増幅管よりなる｡今なんらか

の原因により鋼帯の下端が上り,上より2段目の直光線

が光電管に到達すると光電管ほ作動し,その出力電流は

さらに増幅管により増幅され,入口例の電動機,たとえ

ば♯1ループの場合であれば,ピンチロ→-ラ電動機の界

磁回路に挿入の電磁接触器線輪を作動せしめ,界磁回路

に抵抗を挿入して電動機速度を上昇せしめ,ループ下端

を前位置に復元せしめんとする｡ルトプ下端が下ったと

きほ反対に電動機界磁を強め,電動機速度を下降させ,

ループ下端を上昇させることにより旧位置に復元せしめ

パイラー
パイラー･

弓1塾生-㊥
第7図

Fig.7.

シャーライン系統図

Layout of Shearing

Line

第9図

Fig.9.

第10図

Fig.10.

ループ制御用光源装置(右)光電装置(左)

Photoelectric Apparatus(Left)and

Light Source(Right)for A11tOmatic

Loop Control

ル←プ制御用制御キユー ピクル

Controlling Cubicle for Automatic

Loop Control

んとする操作をなす｡第9図ほ光源装置ならびに光電装

置,第l咽ほ自軌ル←ブ制御キユーピクルを示す｡

連続酸洗設備用制御装置

本装置も日本鉄板納四重冷間圧延機と同時納入された

もので,熱間圧延機によって圧延された鏑帯ほ表面に酸

化スケールが生じているので,これを除去する必要があ
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第12図

Fig.12.

第11図

Fig.11.

酸 洗

Layout of

酸洗装置用机型操作盤

Controlling Desk Board

for Pickling Line

る｡第11図に木方式の概略を示す｡すなわちまずコイル

ボックスより鋼帯を引出し,レベラーで平滑にしながら

送り出す｡♯1アップカットシャトーこより鋼帯前端を努

断し前の鋼帯の後端をシャr切りしたものとをミ窄接機に

て溶接し,凸部をトリマで除去す｡溶接,された鋼帯は

♯1ピンチロール,♯2ピンチロールを通過し,酸洗,

洗源を行い,♯3ピンチロールを通ってア･ヅブコイラー

に巻取られる｡♯2アップカットシャドはコイルが所定

量に巻かれると 断を行うものである｡

第12図ほ本装置の机型制御盤を示す｡

抄紙機用制御装置

ControIEquipmentforPaperMachines

セクショナルドライブ抄紋機用制御装置

セクショナルドライブ抄紙機用制御装置としては,昨

年度十条製紙伏木工場,同釧路工場に納入し優秀な成績

で運転継続中であるが,本年度ほ,さらに東北パルプ石

巻工場および十条罫紙小倉工場に納入した｡特に十条製

駄小倉工場納入のものは抄達1,500択/分で,木邦にお

装 置 概 略 図

Pickling Line

ける最高速抄紙機である｡29年度納入の2セットほ28

年度のものに比し種々改良が施こされている｡そのおも

なるものを挙ぐれi･ぎ,

(1)28年度納入のものは速度基準となる指導発電機

をGヱ)2の最大なセクション電動機である#2ドライ

ヤに連動させたが,セクション電動機ほ各種産乱により

その速度が変化するので,本年度のものはセクショソ電

動機に無関係に,定電圧発電機たるβエGを電源とし直

流電動機を回転せしめ,この直流電動掛こより指導発電

機を駆動した｡したがって指導発電機は外部援乱に影響

されることなく仝セクショソの基準使命をさらに十分に

達するようになった｡

(2)差動歯車機構の基準軸用セルシソ発信械ほ28年

度のものは上記指導発電機と同様♯2ドライヤ電動機に

連動したが,東北パルプのものほセクショソ電動機共通

母線中にセクショソ電動機に無関係なマスタJ電動機を

置き,これにより駆動した｡さらに十条製紙小倉工場の

ものは,このマスタJ富動機笹より直接差動歯軍機構の

基準軸を駆動した｡このため基準が確立され,操作上さ

らに便利となった｡

(3)28年度,29年度ともセクション電動機ほ共通母

線であるが,28年度のものは起動抵抗短絡法によりセク

ショソ電動機を起動したが,29年皮のものは,いずれも

起動発電機によりセクショソ電動機を起動し,起動発電

機電圧が共通母線電圧と等しくなれば,首動的に共通母

線に切替わる方式とした｡

(4)以上のほか本年度納入品ほ,起動時の自動起動

回転力補償方式を具備し,定速度保持方式としてほHT

Dの制御界磁および餃還界磁を同一巻線で行ういわゆる

突合せ方式を採用し;高い増幅率をうることができた｡

さらにたるみとり,たるみつけに新構想を案出した｡



制 御

第13図 発 電 横

Fig.13.Generator Panel

盤

貰】3囲および第14図は十条製紙小倉工場納め発電盤お

ユぴセクション電動機盤の一部を示す｡

共通運転方式抄紙機用制御装置

′抄速800択/分程度までの抄紙機ほセクショナルドラ

イブ方式とせず,1台の電動機により各セクションを共

通軸で運転するいわゆる共通運転方式が採用される｡28

年度は四国地方の丸佐製紙,静岡県の東海パルプに納入

Jしたが,29年度はさらに大阪市の神崎製紙に納入した｡

凍電気方式はワードレオナ←ドでセクショナルドライブ

同様高 度が要求されるので,第15図概略結線図に示す

.ごとく交流電源電圧,周波数などに影響されることなく
常に一定電圧を発生L,しかもその界磁制御によりその

電圧は可変され,可変された電圧は常に一定を保持する

特性をもつ特殊発電機HLG型指導発電機エGを採用

し,図に示すごとくこのエGの発生電圧と直流電動綴〃

に連動運転されるパイロブ一発 機PGの発生電圧とを

突合せ比較し,これを回転増幅機HTDに加え,励磁機

.Egを経てレオナード発電機Gを励磁する方式とした｡
すなわちなんらかの原因により直流電動機〝が指導発

電機エGが指令した抄速と異なるときはエG,ぞGの発

生電圧に差を生じ,月T∂電圧を急速に増減し,励磁機

を経てレオナード発電機電圧を変化せしめ,電動機速度

を指令速度通りに保持させるのである｡

製紙リワインダー(紙再巻軍機)用制御装置

28年度ほ十条製紙伏木工場に納入したが,29年度はさ

らに東北パルプ石巻工場に納入した｡セクショナルドラ

イブ抄紙機により製造された巻紙を商品用に適当な巻径

に巻直すもので,一定の張力をかけながらしかも 3,000

99

第14図

Fig.14.

5〟

G

IJ

PG

セク シ ョ ソモ←タ盤の一部

Part of SectionalMotor Panel

=

･

｢
-
-
1
-
-
-
-
-
-
⊥

+

ト♭

同
軍
竃

電
電
動

窄トツロイ
Dヽ

ノ

第15図 枕

機
械
機
放

電

略助ご

励 磁

J〟ニ 誘 導 電 動
ガmニ日立ニチユニングダイ

エG:指 導 発 電

結 線 図

Fig.15.Schematic Connection Diagram of

Common Drive Paper Machine

機壊

沢/分の高速で巻くものである｡この一定張力は巻取り

固さを一定にするため加減速期間中も一定でなければな

らない｡この張力一定制御は被巻放電動機電流の定電流

制御により行っているが,加減速査問中ほ加減速電流分

だけ余計に電流の増減を行っている｡この値は巻太り比

が1:6にも達する上,紙の不良部分を除くため頻繁に

加減速が行われるので紙巻径に応じ変化させなければな

らない｡水制御は回転増幅機Ⅳmを使用し,簡単にし

て高精度がえられている｡加減速時間は30秒以内で納

入以来快調の運転を けている｡第1`図(次頁参照)は:本

装置の概略結線図,第17図ほ制御キーユビクルを云す｡
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打βご 制 動 用 発 電 瞭

βニ 昇 圧 捺

〃1ご リヤドラム用巻こ取電動検
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斤〟ご ライダロール用電動披
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尺ガニ 慣性補償用祇競常

尺ダニ 速度密調整用韮抗欝

Of,』オご 界砥用操作電動機

Cダご HTD 制 御 界 砿

月ダご HTD 帰 還 界 級

5ダご HTD自助舟券界鑑

第16図 統 括 春 歌 械 電 気 設 備 結 線 図

Fjg.1t一. Connection Diagram of Rewinder Drive

第17図 接触韓キユーピクル外観

Fig.17.Controlling Cubicle for

Rewinder

センント工業用制御装置

Controlling Equipment for Cement

Industry

セメントエ業用超同期電動機制御装置

セメント工場におけるボ←ルミル,チューブミルなど

の重負荷起動のものは運転能率,力率よく保守容易の超

同期電動機が用いられる｡超同期電動機はこれら重負荷

にもかかわらず起動をきわめて円滑にするよう考慮され

ている｡すなわち第18図動作

の電源油入

明図に示すごとく電動機

断器を投入すれば最初プレ←キ用サーボリ

ブタは図の88Aを通し仝電圧がかけられ固定子側の制

動を弛める｡固定子は軽負荷のため起動加速され最後に

･:∴∴∴ツ

第18図 超 同 期電動機

説 明 図

動横磯動制 作

Fig.18.Explanatory Diagram for Braking

Mechanism ofSupperSynchronous

Motor

同期に牽入され同期速度にて回転する｡つぎに図の起動

リアクタが投入されるサ←ポリブタの88Aほ開き,同

時に主回路挿入の変流器を通し固定子電流の検出量が磁

気増幅器に加えられ,サーボリフタの供与電圧を固定子

電流が一定になるよう自動制御する｡すなわち固定制動

力が強くなれば固定子電流増加するため磁気増幅器を通

しサ←ポリフタの電圧を高くし,制動力を弱め制動力を

減じ常に一定な制動力で円滑な起動が行われるようにな

っている｡

本装置ほ28年度秩父セメソ†に納入したが,29年度

はさらに種々改良を加え日立セメソ†に650HP3台を

納入し好調に運転している｡第19図に起動状態のオツシ

ログラムを示す｡
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第19図

Fig.19.

超 同 期 電 動 機 超

Operating Oscillogram of

荷役運搬機械用制御装置

Controlling Equipment for Material

Handling Machines

誹` 風
-
●

~
･

･､ ､■
■~~Ⅳ

動 状 況 を

Starting State of

荷役運搬機械用制御装置

29年度における荷役運搬機械のおもなるものを葦ぐれ

ば,

ケーブルクレーンとして

望品監宗麒ダム
三重県庁 宮川ダム

13.5t ケーブルクレrソ

13.5t ケーブルクレド∵/

東京都庁 小河内ダム 25t ケ←ブルクレトン

天井クレーンとして

TATA(印度)製鉄所

TATA(印度)製鉄所

目 立 二亡 場

鋼片]として

八 幡 製 鉄

神 戸 製 銅

葦寺殊クレ←ンとして

刈 田

八 幡 製 鉄

EOT クレ←ン

EOT クレ←ン

EOT クレーン

20t ストリッパクレ←ン

26t カバ【キャリ ッヂ

5t水平引込クレ←ン

150t栢型クレーン

まずケ←ブルクレ←ンほいずれもワ㌧-ドレオナード方

式で回転増幅機HT工)を使用し制御把手に応じた運転制

御ができ,電流制限装置との併用と相まって垂下樽性を

うるようにした｡特に小河内ダム用25tケ←ブルクレ←

ンは2台の電動機を並列に接続便用したため負荷平衡用

としてHTDを使用この目的を達した｡

天井クレーンのうち印度TATA製鉄納めのものは直

流式クレーンとしてほ初めての輸出品で加減速を急速に

示

≠

閲
豊
水

-
■

･

-

蚕､勤
了
.

竜宮斯澤

す オ ン ロ グ ラ ム

Super Synchronous Motor

なすも大電流が流れぬよう特殊の結線を施こしている｡

日立製作所日立工場納400tクレーンは工場設備用で大

型電機の受注に備えたものである｡下しの低速制御は

CF制御を行っている｡

炭坑,鉱山用ポンプ自動運転用制御装置

Controlling Equipment for

Mine PⅧmp

炭坑,鉱山用ポンプ自動運転用制御装置

29年度は炭坑,鉱山におけるポンプの首動運転装置を

納入した｡日立標準自動運転方式としてほマイナスパッ

クの場合,満水方式とL.ては補7k相方式,ジェットボン

第20図

Fig.20.

防 爆 塑 継 電 器 箱

ExplosionProof TypeRelay Box for

AutomaticStarting System of Pump
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プ方式,加圧ポンプ方式および真空ポンプ方式があり,

水量,揚程,水質などにより最適方式を推奨している｡

保護装置,信号装置が完備し非常に信頼度の高いことを

特長とする｡おもなる納入先は日本鉱業日立鉱山,北海

道炭坑空知鉱業所,雄別炭鉱尺別鉱業所,住友石炭鉱業

所などである｡弟20図(前頁参照)は住友石炭鉱業所観

め防爆型継電器箱を云す｡

自動燃焼制御装置

Automatic Combustion Controlling

Equipment

自動燃焼制御装置

国産最初の自動燃焼制御装置(ACC)を完成し,東京

電力日立火力発電所に納入し,好調に運転中である｡

日立ACCは主調整器,燃焼調整器,空気調整器,炉

圧調整器の4箇の調整器より成り,それらによって給炭

機速度,押込通風機速度,誘引通風機速度,風道ダンパ

閲歴,煙道ダンパ開度をボイラの負荷に応じてそれぞれ

自動的に調整し,燃焼を制御するようになっている｡

それら制御装置は取扱に関して種々考慮が払われてお

り,保守,点検,調整などを容易ならしめてある｡

磁気増幅器型交流発電機

自動電圧調整装置

Magnetic Amplifier Type Automatic

Voltage Regulator for A.C･Generators

磁気増幅器型交流費電機自動電圧調整装置

磁気増幅器型交流発電機自動電圧調整装置は従来の振

動塾,抵抗型に代り無接点で保守簡便かつ安定にして速

応制御棒性を有する｡静止増幅器塑なるため可動部磨耗

や騒音がなく,寿命は半永久的にして構造頑丈であるの

で小型自家発電用および舶用に特に適している｡

電圧偏差検出部ほ,飽和リアクレレと不飽和リアクー

ルとを組合わせ,特に周波数特性を考慮してある｡

増幅部ほ磁気増幅器を使用し,鉄心材料,セレン整流

器ともに優秀なる特性を右し,寿命の点でも懸念がない｡

本装置はすでに枚本産業,日管鋼業,日本電気化学,日

本油槽船,日活丸の内劇場,日本電気,武田薬品,アー

ト金属その他数多く納入し,陸上用舶用ともにいずれも

好調な運転を続けている｡

制 御 器 具

ControllingInstruments

磁 気 増 幅 器
Magnetic Ampli丘ers

磁気増幅器の性能ほ使用する鉄心材料および金属整流

第21図

磁気増幅器型交流発電礫自

動電圧調整装置

Fig.21.

Magnetic Amplifier

Type Automatic Volt-

age Regulator for A.C.

Generator

第22図 磁 気 増 惇 容

Fig.22.Magnetic Amp-

1i丘er

器の特性によって左右されることは周知の通りである｡

日立製作所においては鉄心材料としてこッケル系高導磁

率合金および方向性珪素鋼帯をいずれも巻鉄心として使

用しており,摩形飽和特性が麒著である｡またセレン整

流器も特殊処理法により経年変化および湿気による逆棒

性の劣化を改善して市販品の10倍以上の長寿命を右す

るものを製作しているので,磁気増幅器としてほ増幅度

高く,時定数きわめて小であって,しかも寿命の点では

半永久的である｡したがって静止増幅器としての特長を

十分発揮し,広範囲の制御装置に応用せられており,今

後ますますその分野を広めることが期待される｡

電 磁 器 具

Magnetic Starters and SwitdleS

リアクトル起動器

電動機の円滑な起動を自動的に行うことができる特長

を有するリアクトル起動器ほ29年も多数製作された｡

すなわち450kWターピソポンプ用安全増防爆塑LHX16

塾A式(検定型式KHSE-212,検定合格番号東険第126

号),300HPM-G.駆動用LH14塾A式,250kWタービ

ンポンプ用LHX14型A式(検定型式KHSE-216検定

合格番号束枚第131号)その他150HPフアン用,100

kW M-G駆動用LIJ13型A式などが多数製作された｡
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第23図 LHX14型A式安全増防爆型リアクトル

捏動券

Fig.23.TypeLHX14Form A Explosion

Proof Reactor Starter

第24図 UXX-TAR202500V30kW用防爆型

電磁開閉幕

Fig.24.Type UXXFormTAR202Explosion

Proof Magnetic Switch for 500V

30kWIM

第23図にLHX14塾安仝増防爆構造のリアクトル起動器

の外観を示す｡

随爆型電磁開閉器

防爆塾電磁開閉器について新しい考 のなされたもの

はケーブルヘッドを鋼帯鎧装ケ←ブル着装にきわめて至

便な構造としてUXX塾TAR式が製作された｡この構

造ほ鋼板製ケーブルヘッドに高級鋳 製電線引込口を傾

斜して取付け,スタヅド端子ほ高級型造絶縁物に取付金

具とともに埋込まれた堅牢な構造となっている｡なお引

込口はベルマウスと交換取付可能であり,この部分の交

換のみでキャブタイヤケーブルも着装使用しうる特長が

ある∴木器ほ検定型式KHS-430,検是合格番号東険第

120号であり,その外観を第24囲に示す｡

抵 抗 器 類

Resistors

竪型電動界磁調整器

日木鉄板納ストリップ ル用として竪塑界磁 整器を

第25図

Fig.25.

第26図

Fig.26.

竪 型 電 動 界 磁 調 整 器

VerticalType Motor Operated

Field Regulator for MillMotor

Field Control

竪 型 電 軍I界 磁 調 整 器

VerticalType Motor Operated

Field Regulator for MillMotor

Voltage Control

製作した｡第25図は主電動機の界磁制御用で,第2`図は

レオナード発電機電圧調整用,いずれも100ステップあ

り,接触子は上下運動して抵抗を加減する｡操作時間は

7-30秒まで調整できるようになっている｡さらにギー

ヤの組合せにより適宜に時間調節できるようにギーヤボ

ックスを取付けてある｡また界磁調整器の位置すなわち
発電機電圧またほ界磁調整の整定値に応じて行わるべき

操作回路は容易に調節できるようにギーヤドリミヅトス

イブチを備えておる｡

過電流制限装置用電圧加減楷抗器

電力系統の拡大につれ,並行運転をする発電機を一定

電圧に保つ定電圧調整器のみの作動では発電機は過電流

運転をする｡かゝる場合の過電流を制限するために自動

電圧諷整器に併用される電圧加減抵抗器で第27図(次頁

参照)にその構造を示す｡右側の操作電動機は直流直巻

式で手動に用いられ,左側は二相トルク電動機で各相に

PT,CTの二次をそれぞれ接続し,電流定格値を超過す

るときは力率の進み,遅れにしたがいトルクを発生せし
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めて木器を昇圧あるいは降圧側に操作し,無効電流を減

少せしめ定格以下に制限する｡この二相電動機ほPT,

CTから電力を取る関係上特に小容量■とする必要があ

る｡そのため各軸受にはローラべヤリングを,接触子に

はメタリブクカーボンを使用して軽く動作できるように

している｡また二相電動機で操作するときはマグネット

クラッチで直流操作電動機を切り放して行うようになつ

ている｡

化成抵抗器

水銀整流器の化成時東流制限に用いられる抵抗器で,
第28図ほ50V,1,000Aの容量のものである｡電流値は

細かく加減できるように抵抗体を電流容量の異なる数箇

の並列回路としたもので,上部に示す開閉器はこの電流

加減用である｡前面に示す大型開閉器は5,000A容量の

もので化成電流が大なる場合に木器を短絡して,水銀整

流器のグリッドコントロトルで行うためのものである｡

なお移動に便ならしむるため車輪を備えておる｡

精密調整鞍抗器

粗調整ノッチと密調整ノッチを組合せた小型の精密調

整抵抗器が製作された｡第2,図にその構造を元す｡粗調

整ノッチほ8,密調整ノッチほ25で,これを組合せて

200ステップに調整できる｡抵抗変化ほ円滑にできるよ

う特に考慮されたもので(新案第361602号),その原理は

密 整抵抗を粗抵抗の各ノッチに並列に接続されたこと

で,今抵抗を滅ずる方向にハンドルを回せばまず密抵抗

は次第に猿じ,粗腐坑との合成を減じつゝついにほ粗の

ノッチ間を短絡する｡すなわち粗の1ノッチは密のノッ

チの数だけのステップで調整され,つぎにこの短絡され

た粗ノッチは粗抵抗の接触子で短絡される｡この接触子

をさらに摺動すると今度は密抵抗が最大となり,つぎの

粗ノッチ間抵抗に並列に接続され,ふたたび同様の調整

をくりかえす準備をする｡従来この種抵抗器ほしばしば

計画されたが,粗抵抗と密抵抗とが直列に接続されてい

たゝめに粗ノッチ移動に際して粗1ノッチ分の抵抗変化

第27図 過電流制限装置用電圧加減抵抗器

Fig.27.Voltage Adjusting Rheostat for

Over Current Limiting Device

第37巻 第1号

が生じて円滑な調整はできなかった｡なお木精密調整抵

抗器は粗密切り替えの遊びを小さくし,全体を小型とす

るために間数歯専を使用している｡

液体起動器

第30図ほ29年皮製作された新製品で電極は上下動式

を採用している｡最も特長とするところは電極を囲む碍

第28図

Fig.28.

水銀整流器用化成抵抗器

Formation Rheostat for

Merc11ry Recti丘er

第29図

Fig.29.

精 密 調 整 抵 抗 器

Fine Adjustable Rheostat

第30図

Fig.30.

液 体 起 動 器

Liquid Starter
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子をカウンターウエートとして利用したことで(実用新

案申請中)すなわち電極を上げるときは碍子が下り,電

極を下げようとするときほ碍子が上るので電極の上げ下

げに要する力ほほとんど同じで円滑に操作できる｡この

ため従来用いられた カウンタ←ウエート類の必要

がなくなり構造も簡潔となった｡

液体抵抗器

第31図ほ大型水草発電機の無拘束速度試験用3,000

kW三相誘導電動機用として起動ならびに速度制御とし

て製作されたものである｡木器の容量は水車発電機の慣

性モーメント大なるために要する起動時間約10分に耐

え,その上20%滑りにて15分程度連続使月∃しえらるゝ

もので液体抵抗器としても最大級の大型である｡木器設

計に当って考慮されたる諸点ほつぎの通りである｡

(1)設備費を少くし,かづ操作を単純なものとする

た捌こ冷却器を別置せずに直接水冷とした｡

(2)一般に液体抵抗器の運掛こは一一旦液を抜いて行

うのであるが木器は液を入れたまゝ違搬できるよ

うにした｡

制 御 器

ControlleTS

具

抄紙機用ドロー調整装置

さきに製作された十条製紙伏木工場ならびに釧路工場

納入のドロー調整装置ほ各セクション電動機直結であつ

たが,28年皮製作された東北パルプ石巻工場および十条

製紙小倉工場納めのドロー調整装置は第3咽に示す構造

で,セクショソ電動機とは離れた場所に設置できるもの

である｡すなわち各セクション電動機にはセルシソ発信

機を設け,これによってドロ← 整装置の差動歯車の一

方軸を回転さすもので,この受信機ほ図中下側の鎧窓中

に収納される｡左側の電動機ほ基準速度を示す 準速度

セルシソ発信機により回転せらるゝ受信機で,差動

の他の軸を回転せしめる｡この両者に速度差が生ずれば

差動歯車の第3軸により丸型の界磁調整器を動作せしめ

て速度差をなくするようにする｡また弓1央に見える電動

界磁調 器ほ各セクション電動機の速度差すなわちドロ

←調整周で,電動 刀界竃 整と同時にコーンプ←リ←

のベルトを摺動せしめて行うようになっているレ これほ

手動でもできるようになっている｡

電動主幹制御器

第33図は宗谷炭坑納入150HP複胴巻上機1日電動主幹

制御器で手動運転のため手動閏レバ⊥→へンドルを備え,

このハンドルが0ノッチにあるときのみ電動,手動切替

えられるよう切替ハンドルを有す｡また電動運転中はレ

バーハンドルは0ノッチの位置に停止のまゝであるので

算31図 液 体 抵 抗 器

Fig.31.LiquidRheostat

第32図 抄耗樺用ド ロ ← 調整装置

Fig.32.Draw Controlling Device for

SectionalPaper Machine Drive

第33図 電 動 主 幹 制 御 器

Fig.33 Motor Operated MasterController
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電動運転中にタンク内部のカムシリンダが0ノッチ以外

のノッチで停止した場合,手動に切替える際にノッチを

0に移すための丸ハンドルを右し,誤動作を起さぬよう

に考 されている｡

液;充継電器

7kおよび油共用として便利に使用されている液流継電

器ほその後種々改良を加えられますます動作確実を期し

ておる｡第34図はこの改良型を示し,弁操作スピンドル

を従来二本とし,クラッチ連結としたのを一木スピンド

ルとし,なお液の流れを見ることのできるように覗き窓

を設けるなど細かな点も十分検討し改良につとめてい

る｡

遠心力開閉琴用試験装眉

第35図は神通川第一発電所納入の竪塾遠心力開閉器の

試験装置で,最低155rpm,最高670rpm間を調整試

験できるものである｡回転数は直妻妾メータにて読みとる

ことができ,また遠心開閉器の接点ほ表示灯にて表わさ

れる構造となっている｡なお遠心力開閉器は速度上昇途

次約80%速度で閉づる接点と,130%速度で閉ぢる接

第34図 ラ夜 流 継 電 器

Fig.34.LiqujdFlow Relay

第35図

Fig.35.

遠心力開閉器用試験装置

Testing Device for Centrifu£al

Switch

第37巻 第1号

点および速度下降の際30%速度で閉路する接点とを有

するもので,本試験装置ほ現地にて試験するのに用いら

れる｡

トランスファーエ作機用制御装置

木工作機ほ電動機のハウヂングおよぴエンドブラケヅ

トを加工するもので,その制御装置一式を完成した｡根

城は切削工程によりA,BおよぴC楼の三種類にわか

れ,制御装置も機械に合せて三種類になっている｡装備

された電動機の除数は50台を超え,その制御方式は完

全に一人制御方式となっていて各種のインタ∵ロックを

完備し,運転の安全,円滑を期し,誤操作による故障を

防止している｡第3一国に制御盤,某37図に操作盤を表

す｡操作盤には機械の運転状態を明瞭にするため押釦ス

イッチのほか,多数の表示灯が設けてある｡

カルサイナ制御装置

第38図～第41図は石原産業に納入したチタン製造設

備の制御装置を示す｡この設備は通称カルサイナといわ

れ,チタン焼成用のロ←タリ･キルン(30HP)および

押込,吸引の間送風機,クーラ,ポンプなど多数の電動

第36図

Fig.36.

第37図

Fig.37.

トランスファー工作機用制御盤

Controlling Cubicle for Trans-

fer Machine

トランスファー工作機用操作盤

Operating Board for Transfer

Machine
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磯を制御してチタンを製造するものである｡･ロータリ･

キルンほチタンの生産計画に応じて1回転5分ないし10

分の速度 整をする必要があるので,電動機操作の速度

制御器を使用して50%の速度調整ができるようになつ

ている｡その他,操作函もそれぞれの目的を完全にみた

し,確実かつ円滑な制御とし,チタンの品質を均→にす

るようにした｡また各種の操作表示,信号装置も完備さ

せ,停電の際ほ自動的に警報を発し,キルンを駆動する

ガソリンエンジンに切換えるようになっている｡第38図

一第40図は各操作函で,また第41図は制御盤を示す｡

パッカ制御装置

日立製作所では各種工業における制御装置を製作納入

したが,第42図はバブコック日立に納入した150FCパ

ッカの制御装置を示す｡これは袋にセメント
小麦粉な

どの粉類の詰込を半自動的に行わせるもので,横になら

んだ4組の粉類詰込機の制御をレ←ル上の操作華に腰か

けた一人の作業者のみで行うものである｡すなわち袋を

用意し,一点押釦スイッチを押すだけで粉類がタンクの

口から袋に詰込まれ,秤量され,親定の重量になってタ

ンクの口を閉じ つぎに袋内の空気をある定められた時

間だけ抜き,最後に袋をコンベアの上に落すという工程

を4台つぎつぎに自動的に行うものである｡

これの製作にあたっては使用頻度がきわめて高いため

特に設計された補助電磁接触器を用い,また制御装置の

第38図

Fig.38.

カ ルサ イ ナ操作函(1)

Controlljng Box for Calciner

Equipment

第39図

Fig.39.

カ ルサ イ ナ操作函し(2)

Controlling Box for Calciner

Equ主pment

周囲が粉その他塵挨の多いところから,制御函を完全防

塵構造として長年の使用に耐えるようにした｡

織機掲スイッチ

従来より抽入式のものを製作していたが,今年はパキ

スタン輸出向として豊田,鈴木,遠洲職域などの
ズ

ーカとクィアッブし,乾式のものを多数製作された∴木

器は油入式と比較してつぎのような各種の特長を有して

いる｡

第40図

Fig.40.

第41図

Fjg.41.

カ ルサ イ ナー操作函(3)

Controlling Box for Calciner

Equipment

カ ル サ イ ナ 制 御こ盤

Controlling Cubicle for Calciner

Equipment

第42図 バ
ツ カ 制 御 函

Fig.42.ControllingI∃0Ⅹfor150FC Packer
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(1)乾式カム接触型で,接点ほ特種鋲合金を使用し

ているので寿命が長く,高頻度に耐える｡

(2)爪付ヒューズ付で,ヒューズの取換も容易で,

各相には隔壁を有し,一安全に 断が行われる｡

･(3)開閉機梼ほ絶縁台の裏面に小型を暖められた押

切塑で,接点の溶着などほ絶無にして確実な動作

が行われる｡

(4)外函ほ密閉防塵型で,下部にほ金属管用の配線

孔を有し,前面カバーを外すことによって点検手

入が容易にできる｡

第43図ほ木器を示す｡

耐酸型起動補償器

木器は台湾アルミに納入した50HP用耐酸型起動補償

器で,鋳鉄製外函に起動用変圧器および切換開閉器を収

めたもので,前面および裏面にあろ点検用カバーはパッ

キングによって密閉し,口出癖部分にはコンパウンドを

封入してケ←ブルヘッドを設けて完全な耐酸構造とし

た0また開閉器は乾式ドラム接触器で各相にほ隔壁を備

え,点検手入も容易である｡

第鵬図は木器を示す｡

サーボリフター

(1)可変速度式サーボリブクー(型式H-P)

従来のサ←ポリフダーほ動作時間の調節をする必要ほ

少なかったが,最近電動機の速度制御に使用するサーボ

リフタ←には乱調防止のため可変速度式サーボリフター

を使用している｡本機にほ眉立製作所独特の方式(特許

寛403504号)を採用し,広範囲の下降ならびに上昇時間

の調節が可能である｡

標準機種として押上力301【g~ないし500kgのサ【ポ

リフクーを製作している｡

(2)直流サーボリフクー

ー般のサ←ボフターは三相交流であるが,停電時の補

助電源で操作する場合は直流式が必要である｡また交流

式で押上カを変えるためには周波数の変化によらねほな

らぬが,一般に周波数の 節は困難である｡これに対し

て直流電動機は電圧によって容易に速度制御ができ,か

つ制御回路も簡単になる利点があるのセ直流サ←ポリプ

ダーを用いた方が便利な場合がある｡

標準機種としてほ押上力50kgないし250kgのサー

ボリブターを製作している｡

耐酸型サーボリフタープレブレーキ

木器は味の素に納入した特種塾ブレーキで,原料かく

ほんタンクの非常用ブレーキとして使用され,サーボリ

ブクーによって操作されるポスト型ブレーキである｡鋳

鉄製密閉函内にサーボリアターおよぴブレーキ部分を収

めたもので,外部とほパッキングによって遮断し,口出

第37巻 第1号

繰ほコンパウソドを封入したケ←ブルへゾドによって密

封され,完全な耐酸構造となっている｡また側面および

上面にほそれぞれカバーを有し,サーボリフクーの注油

およびバネの調節が容易に行わわれる｡ブレーキドラム

は両端をボールベアリングを使用した軸受台によって支

持された両軸型で電敢機およびギヤトボックスとカヅプ

リングによって連結される｡

木器は防水型としても好適で,仕

る｡

ほつぎの通りであ

仕 様

型 式………………….LS-HY

制動回転力‥

サ｣ポリフクー

….100kg-m

30kgx50mm

電圧および周波数…………….200V,50′ヽ

第43図

Fig.43.

第44図

Fig.44.

織機用 ス イ ッ チ 型C 式K

Type C FormK Loom Switch

型GH,式JI,耐酸型起動荷償器

Type GH FormJIStarting

Compensator

第45図 型LS,式Hy,耐酸型サーボ

リ フク ーー プ レ･-キ

Fig.45.Type LS Form Hy Servolifter

Brake
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ケーブルコンネクタ

従来コールカッタは,切羽の長さに相当する長いキャ

ブタイヤケ←ブルを引まわして使用していたが,取扱も

不便であり,ケrブルの損傷も激しいので,これを50m

単位のケ←ブルとし,コールカッタの移動にしたがって

接続するケrブルコソネクタが製作された∴木器は日東

工業親格JISC-0901による耐圧防爆型で,挿入栓を引

抜く場合は接触が確実に切断されてから,30度回転しな

ければ引抜きできない安全な構造になっている｡

第1`図は木器の外観で,防爆型式検定番号は東検第

150号である｡

屋外用可逆制御器および抵抗器

木器は川崎製鉄所の†ランスフア←カr走行用で,防

水型として製作されたものである｡可逆制御器ほ鉄板製

ケースに収めたドラム接触型で,前面には点検用カバー

を備え,ケ←スとカバーの巌込部分は防水パッキングに

より閉し,把手部分は特種構造によって完全防水となつ

ている｡

抵抗器は上部に防水カメ㍉-を備え,前後左石の四面は

鎧窓通風式とし,雨水の浸入を防ぐ構造となっている｡

第47図は本屋外用制御器,第鯛図は屋外用抵抗器であ

る｡

補助電磁接触器

電動機の自動運転,特殊操作用などに主回路の操作用

として補助電磁接触器が量産された｡

第仰図は一般用で,接点数を8箇まで装置することが

でき,その種項は常時閉路用またほ閉路用いずれも可能

で,容量は600V,5Aである｡

第46図 コ←ルカツタ用ケ←ブル

コンネクタ

Fig.46.Cable Connector

第47図 屋外用可逆制御器

型VCJ式RI

Fig.47.TypeVCJForm RI

Outdoor Type Re･

versible Contro11er

第5咽は特に高頻度用として作られた接点数4箇のも

のである｡その種類ほ常時閉路用または閉路用いずれも

可能であり,容量は600V,5Aである｡

第48図 屋 外 用 抵 抗 券

型CAJ式G

Fig.48.Type CAJForm G

Outdoor Type Grid Resistor

第49図

Fig.49.

K型Ⅹ式補助電磁接触者賢

Type K Form X Auxiliary

Magnetic Contactor

第50図

Fig.50.

K型Ⅹ式禰助電磁接触器

Type K Form X Auxiliary

Magnetic Contactor
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第51図

Fig.51.

日 立 評 論

手動復帰型終電寄付電磁開閉器

Magnetic Switchwith HandReset

Type OverloadRelay

手動復帰型髄電巻付電滋開閉器

すでに市場において十数年好評をえている汎用SK塾

P2式25A,50A,100A,200Aプランジャ塑電磁開

閉器の手動復帰の過電流継電器付が完成した｡

継電器特性は電動機の温度上昇とよく適合した最良の

ものである｡外観ほ体裁優美な銅板カバーの表面に手動

復帰の押釦が取付けられている｡その内部構造を第5咽

に元す｡

木器は発電所の補機,各種ポンプの浮動開閉器または

圧力開閉器による自動運転および冷凍機の圧力開閉器忙

よる自動運転その他に多数使用されている｡

防蔓型電磁開閉器

セメソ†工場のような,特に粒子の細かい塵挨のある

ところに好適な200A防塵型電磁開閉器を第52図に示

す｡内部にほすでに市場で好評をえている汎用SK塾P2

式に用いられているプランジャ型電磁開閉器が収納され

ている｡外観は鋼板製壁懸型で,ケースとカバ←の間に

パッキングを施した完全な防塵構造である｡口出練孔は

配管工事ができるように主回路用2箇,操作回路用1箇

の打抜孔が設けられていて,金属管はケ←スと電線管用

ブヅシソグおよびナットとパヅキングにより簡単に配管

できるようになっている｡

木器は50A,100A,200Aが数百台磐城セメントに

細入された｡

なお25Aおよび電流計のないものも襲作された｡

押釦開閉器

電動機の自動運転遠方操作などの場合に多数の器具類

が使用される｡それらのうちでも押釦開閉器は簡単な器

具の一つである｡

第53図に示す押釦開閉器ほ特に高頻度に耐え,信顔性

が高く寿命の永いものである｡これは制御精に埋込まれ

て使用することもできるが,第54図のように の箱

･に入れても用いられる｡また完全防塵用として鋳鉄製の

箱に入れて使用することもできる｡この外観を第55図に

元す｡容量は600V5Aである｡

110･--一一

第37巻 第1号

第52図 SK型P】M式

防塵型200A電磁開閉器

Fig･52.Type SK Form P2M

Dust-Proof200A Magnetic

Switcb

第53図 B型1Z式押釦開閉器

Fig.53.Type B FormlZ

Push Button Switch

第54図 SI】型1Z式押釦開閉器

Fig.54.Type SB FormlZ

Push Button Switch

第55図 CB型3Z式押釦開閉器

Fig.55.Type CB Form3Z

Push Button Switch




